
᭶㣗᫬の᭶の᫂るࡉのㅦを㏣࠺ 

サイエンス部 2 年天文月㣗⌜㸸 

高ᯇ 陽༡Ꮚ、有ᮧ ᣅ真、大➉㔝 ᘯክ、ᕝᓮ ⩧大、ᶓᒣ ᾴ世（高 2）【㮵ඣᓥ県立ᅜ分高等学校】 

要 旨 

2025年 9 月 8日ⓙ᪤月㣗を観測した。反射望遠鏡デジタル一眼レフカメラの┤↔点撮影を実施した。またⓙ᪤㣗時の

月の明るさについてはダンジョンスケールで判定した。 
 めにࡌࡣ １

先㍮㐩が 2021 年と 2022 年の月㣗を観測し、ⓙ᪤㣗時の月の明るさに月㣗ࡈとで㐪いがあり、そのཎᅉがᡂᒙᅪエア

ロࢰルの分布≧ែによることを明らかにした。⚾たࡕは先㍮㐩の研究を引き⥅2025、ࡂ年 9月 8 日ᮍ明に㉳こったⓙ

᪤月㣗の観測を行った。ⓙ᪤㣗時の月の明るさはᬯめで、そのཎᅉについて調べたいと思い、研究をጞめた。 

 

２ 研究方法 
1)観測に౑用した機ᮦ 

タカࣁシ MT-160（口ᚄ 160mm㸪↔点㊥㞳 1000㹫㹫）反射、㉥㐨൤㸸タカࣁシ EM200TemmaPC-Jr.⮬動㏣ᑿ 

カメラ㸸Canon EOS 60D（㠀ᨵ㐀）┤↔点撮影、撮影枚数㸸546枚 

2)方法 

・撮影については、ୖグ機ᮦで部分㣗㛤ጞ㹼ⓙ᪤㣗㹼部分㣗終஢時まで実施し、月㣗の撮影をすることができた。 

・ⓙ᪤㣗時の明るさについては㸪ⓙ᪤㣗最大時の時้で観測者が目視により月の明るさを判断した。参考にしたの

はᅜ立天文台のダンジョンスケール[1]をඖに実㝿の月と見比べることで月の明るさを判定した。 

・SNS の Instagram を౑ってᅜෆを୰心にⓙ᪤㣗時の月の明るさを目視でィ測する࢟ャン࣌ーンを実施した。ᅜ立

天文台のダンジョンスケールと見比べて⫗眼で㣗の最大時の明るさを判定してもらった。同時に写真を撮影して

もらいそのデータも㏦ಙしてもらった。ᾏ外にも観測౫㢗をしたが㸪௒ᅇはデータを入手できなかった。 

・観測の結果から、ⓙ᪤㣗最大時の月の明るさのཎᅉをエアロࢰル分布と比較しながら考ᐹした。また┤近でⅆᒣ 

の大ᄇⅆが影響していないかを合わせて調べた。 

 

３ 結果と考察 
・撮影結果から 3:13 㡭が㣗の最大時้ 

で、月が最もᬯかった㸦ᅗ 1㸧。 

・ⓙ᪤㣗の前後でターࢥイズフࣜンジが

観測された。 

・ⓙ᪤㣗最大時้における月の明るさ判

定は全ᅜから 26 人のሗ࿌があり、ダ

ンジョンスケール㹊=1.85 のᖹᆒ値と

なった。ややᬯめであった。 

・㹊=0㸪1が㐣ཤに観測された月㣗時に

はいࡎれも┤近でⅆᒣの大ᄇⅆによる

ᡂᒙᅪエアロࢰルの影響が大きかった

ことが分かっている。௒ᅇの月㣗がや

やᬯかったཎᅉを考ᐹしたところ、月

㣗の約 1ࣨ月前にᡂᒙᅪまでᄇ↮が฿

㐩する大ᄇⅆを㉳こしたインドネシア

のレォトࣅⅆᒣのά動にཎᅉがあるのではないかと考ᐹしている。 

 

４ まとめと今後のㄢ㢟 
・2025年 9月 8 日のⓙ᪤月㣗はᬯめだった。そのཎᅉはインドネシアのレォトࣅⅆᒣⅆᒣの大ᄇⅆによるエアロ

 。ル⃰度のୖ᪼に㉳ᅉすると考えられるࢰ

・レォトࣅⅆᒣ大ᄇⅆによりまき散らされたエアロࢯルの⛣動・ᣑ散する様Ꮚをヲしく調べる必要がある。 

・2026年 3月 3 日ⓙ᪤月㣗を観測して、ⓙ᪤㣗時の月に明るさに変化が見られるかྰかを調べる。 

 

５ 謝辞・参考文献 
  ௒ᅇの月㣗時の月の明るさ判定について観測ሗ࿌をしていただいた全ᅜ 26 人のⓙさまに感謝いたします。 

[1] ᅜ立天文台(2011)月㣗ࡈとに異なるⰍ㹼ⓙ᪤月㣗ࡈとに異なるⰍのᑻ度のヲ⣽とⰍの見本㹼 

https://naojcamp.nao.ac.jp/i/phenomena/20111210/about/brightness3.html 

 

 

 

2025ᖺ9᭶8᪥ⓙ᪤᭶㣗にࡅ࠾る 

 のRVBⰍᙬㄪᰝࢪフࣜンࢬ࢖ࢥ࣮ࢱ
 

ឡ▱県立一ᐑ高等学校地学部月㣗⌜㸸 

ᮅ಴ ⰼ᛭、㕥ᮌ Ἃᝆ、⚟ᕝ 真ᙬ、᳃本 月㑣、安⏣ 理⣪Ꮚ（高1）【ឡ▱県立一ᐑ高等学校】 
 

要 旨 
⚾たࡕは、月㣗時にみられるターࢥイズフࣜンジという現象に⯆味をᣢࡕ、そのⰍᙬを明らかにすることを目的と

して研究を㛤ጞした。2025年9月8日ⓙ᪤月㣗の観測データをもとに、地球本影の୰心から測光地点までの角㊥㞳と

RVB値の関係をグラフにまとめ、そのグラフとணഛィ算を比較することでターࢥイズフࣜンジの位置をண測した。 

 

1. 研究背景 
本校先㍮の先行研究を引き⥅ࡂ、ターࢥイズフࣜンジという現象について⯆味をᣢった。ターࢥイズフࣜンジの

Ⰽᙬは実㝿にターࢥイズⰍをしているのか解明することを目的とし、本研究では月㣗時の地球本影ቃ界௜近のⰍᙬ

を調ᰝすることで、ターࢥイズフࣜンジの位置をR/V,V/B比の値変化で示した。 

 

２．方法 
 ࠒ撮影方法ࠑ
現象が῝ኪであったため、StellaShot3のスケジࣗール撮影機能を用いて撮影を行った。 
ሙᡤ㸸ឡ▱県立一ᐑ高校ᒇୖ 
機ᮦ㸸ZWO♫ASI-290MM、バーダーRVBフ࢕ルタ、 

タカࣁシFS-Q106(f530mm) 
時間㸸2025年9月7日22時17分から2025年9月8日4時54分 
 
 ࠒ測光手順ࠑ
１ 画像を、StellaImage10を用いダーク、フラット処理 
２ 月㣗画像÷‶月画像を行い月面のᶍ様を消す 
㸱 スバル画像処理ࢯフトMakali`Iを用い月面ୖの約20点を 

㛤口測光 
㸲 Microsoft ExcelとStellaNavigatorを用い、測光した点の明

るさを露出1秒ࣆクセルᖹᆒとし、本影୰心との角㊥㞳と

で散布図(図1)をసᡂ 
 

３．結果・考察 
・45’までの⠊ᅖでは、R>V>B 

՜Rの大きい本影ෆ部であると考えられる(本影の大きさ44.0’) 
・45㸥㹼50㸥の⠊ᅖではR>VؒB 
 ՜明るさがᛴ⃭に変化し、V,Bの割合が増ຍしたことから、 

この⠊ᅖで本影から༙影にษり᭰わった 

・図2の49’㹼52’は、஦前ィ算と同ࡌ᥎⛣がみられる 

 ՜この⠊ᅖでターࢥイズフࣜンジが観測されたと考えられる 

・先行研究[3]で示されたターࢥイズフࣜンジの⠊ᅖは41.5’㹼 
43.5’で、図2のグラフとఝた᥎⛣をしている 

Ѝこの⠊ᅖでターࢥイズフࣜンジが観測された可能性 

・シ࣑ࣗレーションでは本影の୰心から➃までは40.6’  
Ѝ光は大気で散乱、ᒅᢡするためターࢥイズフࣜンジが 

41.5’㹼43.5’となるのは考えうる。 

 

４. 今後の展望 
・カメラの感度、人の目の感度をもとにデータを補正し、⫗眼で実㝿にターࢥイズのⰍᙬに見えるのか調ᰝ 

・2026年3月のⓙ᪤月㣗においても観測を行いデータを比較 

 ՜研究の⢭度向ୖや大気の⎔ቃの差がターࢥイズフࣜンジに࡝のような影響を与えるのか調ᰝする。 

・௒ᅇ得られたデータをもとにした、RVBの比を࣌イントࢯフトにᡴࡕ㎸み地球本影のⰍᙬᶍ式図をసᡂ 

 ՜視ぬ的にターࢥイズⰍをしているのかについて調ᰝする。 

 

参考文献 
[1] Atmospheric extinction properties above Mauna Kea from the Nearby SuperNova Factory spectro-photometric 

data set https://arxiv.org/abs/1210.2619 
[2] ターࢥイズフࣜンジのⰍᙬに㏕る2022 https://www.asj.or.jp/jsession/2023haru/files/12T.pdf 
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